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　叢麟の動き
一一3溜1日現叢一

男礁，驚羅0鮮の

女繰，8轟8繕1》
i計　　響雛588縫5）

世帯数髭，30繁《翻

　欝欝飼難較

　　　　　　　　　　　　3月1日に、川西高等学校卒業
1‘1曲、葛萩カラ　　証書授与式が行われ・第9回生と
　　　　　　　　　　　して194人が学窓を巣立ちました。

174人が巣妙ざ篶課獣み、鍵霧男
　　　　　　　　　　　を」という励ましの言葉でした。

　主な内容
〉議会報告………………〔2〕

〉30周年記念事業テーマ〔3〕

〉商工業振興協議会のアンケー

　ト調査から・……〔4〕〔5〕

［＞転作配分会議……〔6〕〔7〕

［＞交通災害共済に加入を〔8〕

〉町史の窓……・・

〉ひろば………・・

［＞噌青幸侵・・…　一・一・…

〉町内さんぽ・・…

〉戸籍の窓から・・

・………〔9〕

・…〔10〕〔11〕

・………〔12〕

・………〔13〕

・………〔14〕

3月の休日救急医

16日

21日

23日

30日

第二藤巻医院（上野）

大島医院（川原町）

山口医院（下条）
中条病院（中条）

4月上旬の予定

6日至誠堂医院（西浦町）

13日池田医院（本町西）



1”1”1””llIII””1広報かわにし／昭和61年3月10日発行lll”””ll””””oll”””1”1””1”ll””””1”””1”””1””””笹1””1””lll”””1”“””””IllII””””””””ll”II”””Illl””II”1””“【2】”1”1”1”

新年度予算案を審議中
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第
一
回
町
議
会
定
例
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

会
期
は
三
月
四
日
か
ら
三
月
二
十
九
日
ま
で
の

二
十
六
日
間
で
す
。

　
こ
の
議
会
で
は
、
新
年
度
予
算
案
の
審
議
が

甲
心
と
な
り
ま
す
。

　
予
算
案
は
、
五
日
に
上
程
さ
れ
、
町
長
の
提

案
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
後
、
各
常
任
委

員
会
で
の
細
部
に
わ
た
る
審
議
を
経
て
、
二
十

六
日
に
町
長
に
対
す
る
総
括
質
疑
、
二
十
七
日

に
採
決
が
行
わ
れ
、
新
年
度
予
算
が
成
立
す
る

見
込
み
で
す
。

一般会計は

3並嚇意1，000方1円
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一一一甲

　3短難ii例鍵幾田程惹後灘灘il

纏鷺雛欝　翻鱒　　畷き綾騰難雛葛

　　　　総搬繋i疑i

　鍵麟　麟恭蚤　儀鑛縫雛簗登

　　　　i般騰総醗鑛繋疑縮嚢

　　　　論・擁漢
　鐙麟　蕉鑑1　・藪麟薩幾i禰籔雛

　　　　．算．癒醗難⑳議案

町
村
合
併
三
十
周
年

　
　
き
め
細
か
な
事
業
を
盛
り
込
む

新
年
度
予
算
案
の
全
体
の
枠
組
み

は
、
二
月
号
に
掲
げ
ま
し
た
の
で
、

こ
こ
で
は
一
般
会
計
三
十
一
億
一
千

万
円
の
中
身
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て

み
ま
す
。

　
歳
入
は
、
町
税
が
五
億
一
千
八
百

五
十
五
万
六
千
円
で
、
予
算
全
体
の

一
六
・
七
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
地

方
交
付
税
は
十
二
億
五
壬
二
百
万
円

で
四
〇
・
三
％
、
国
庫
支
出
金
が
二

億
四
千
二
百
八
十
六
万
三
千
円
で
七

・
八
％
、
県
支
出
金
は
二
億
六
千
九

百
三
万
七
千
円
で
八
．
七
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
乏
し
い
財
源
の
中
で
は
、

町
の
借
金
で
あ
る
町
債
に
頼
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
額
は
四
億
一
千
九
百

十
万
円
で
全
体
の
二
二
・
五
％
に
及

ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
町
債

の
ほ
と
ん
ど
は
、
過
疎
対
策
・
辺
地

対
策
事
業
な
ど
を
中
心
に
、
普
通
交

付
税
で
元
利
償
還
金
の
補
て
ん
措
置

が
あ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
は
、
構
成
比
の
高
い
順
に
並

べ
る
と
、
教
育
費
が
一
七
・
六
％
、

土
木
費
が
一
六
・
四
％
、
総
務
費
が

一
四
・
六
％
、
公
債
費
一
二
二
％
、

農
林
水
産
業
費
一
一
・
三
％
、
民
生

費
八
・
四
％
、
衛
生
費
六
・
五
％
と

続
き
ま
す
。

　
今
年
は
、
町
村
合
併
三
十
周
年
に

当
た
り
ま
す
の
で
、
記
念
事
業
な
ど

も
盛
り
込
み
、
一
般
会
計
は
前
年
度

対
比
一
二
・
一
％
の
伸
び
と
積
極
大

型
に
組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
内
容
は

留
保
す
る
財
源
が
ほ
と
ん
ど
な
い
状

態
の
厳
し
さ
で
す
。

一r圏4

区コミュニティセンターの建設）

　46，000

レ総合体育館の施設整備事業（放

送施設の改造ほか）5，795

》小型除雪機械の購入（上野小学

校）1，500

》歴史民俗資料館の管理運営3，220

》町民皆スポーツの振興1，331

査）109，198

》克雪住宅建設資金貸付事業60，000事業の概要

灘
挺

案の中から
（単位：千円）

　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　・　　　一　　　り　　　一　　，　　噂　　一　　一　一　一　．　一
一〇

鷲

、
難
覆
．

コミュニティセンター建設場所（上野）

〔災害復旧〕

》災害復旧事業42，631

新十日町大橋の予定地

1育費〕
ヨ住宅整備事業53，936（公立

交共済組合の住宅購入という

0、教員住宅を建設し、62年
》ら20年間で買い取る）

旨校改築事業（上野小学校）

育
宅
済
教
2
0
改
2
ル
ニ

　
　
　
　
　
　
ら
校
％

教
類
報
柳
励
弾
蹴
紗
求

〔
》
　
　
　
　
　
　
》
　
　
》
》

〔商工費〕
》地方産業育成資金貸付金40，000

》観光施設整備事業（節黒城跡休

憩展示施設の建設ほか）11，300

》企業誘致対策2，125

一ルバス運行委託7，049

ユニティ推進事業（上野地

〔土木費〕
レ町道改良舗装事業（町単事業）

　155，296

》道路橋りょう整備事業（補助事

　業、新十日町大橋関連）127，981

》除雪対策（道路除雪、地下水調
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合
併
三
十
周
年
記
念
事
業
の

　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ー
マ
が
決
ま
る

　
今
年
は
町
村
合
併
三
十
周
年
に
当

た
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
新
年
度
に
は
数
々
の
記

念
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
ら
を
町
民
全
体
の
盛
り
上
が
り

に
よ
っ
て
実
施
す
る
こ
と
を
期
待
し
、

合
併
三
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
で
は
、
　
コ
記
念
事
業
テ
ー
マ
」
を

募
集
し
て
定
め
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
締
め
切
り
の
一
月
二
十
日
ま
で
に

寄
せ
ら
れ
た
作
品
は
十
六
点
で
し
た
。

実
行
委
員
会
で
は
、
審
査
を
各
委
員

が
一
位
・
三
点
、
二
位
・
二
点
、
三

位
．
一
点
と
つ
け
る
方
法
で
行
い
、

そ
の
合
計
点
に
よ
っ
て
順
位
を
決
め

ま
し
た
。

　
集
計
結
果
は
、
一
位
が
二
作
品
同

点
と
な
り
、
町
長
が
入
選
作
品
を
決

定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
三
位

　　入賞作品
＊入選

　ふるさとを創り育てて30年
　　と　き　　　　　　　はばた

　　世紀を迎えて翔け川西

　　新町新田　若山三郎さん

＊準入選

　わが町を愛し育てて30年

　　みんなで協力住みよい町に

　　下平新田　清水広治さん

＊佳作

　手を結び30年

　　かぎりなき前進川西町

　　　小白倉　田中基さん
30年の歴史踏まえて

　　あした
　未来へ飛躍

　　　中央町　太田義雄さん

も
二
作
品
が
同
点
と
な
っ
た
た
め
、

入
賞
を
当
初
よ
り
一
点
増
や
し
四
点

と
し
ま
し
た
。

　
入
選
は
、
新
町
新
田
の
若
山
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く

さ
ん
の
作
品
と
「
酪
る
さ
と
癖
育

て
て
3
0
年
世
紀
を
迎
え
て
翔
け
川

西
」
で
す
。

入
選
テ
ー
マ
作
者

若
山
三
郎
さ
ん
の
お
話

　
「
端
的
で
分
か
り
や
す
い
も
の
を

と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
き
ま
し
た
。

　
合
併
三
十
年
、
こ
の
間
に
い
ろ
い

ろ
な
も
の
を
つ
く
り
育
て
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
そ
れ
を
基
に
し
て

二
十
一
世
紀
へ
向
け
て
川
西
町
が
大

い
に
ハ
ッ
ス
ル
す
る
よ
う
に
と
い
う

願
い
を
込
め
て
作
り
ま
し
た
」
と
若

山
さ
ん
。

一

主な事務●

一般会計予算

　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　，　　　　　　　　　り　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　－　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　曹　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　，　　　　　一　　　　一　　　　瞭　　　　甲　　　響　　　曹　　　曹　　　一　　一　　騨　　－　　・　o　一　響　一
一曹響

業81，483

業（若の窪線工事ほ

8
林
設

50

造
開
2
木

1，

行
道

業
町
林
か
町

事
享
0
0
ブ

　
　
ゆ

　
　
0

　
　
）
の

》
》
　
　
　
》 「ブナ」保護育成事業400

好
評
の
ふ
れ
あ
い
パ
ツ
ク

一・』一一一一一一，一，　　　　　　　　　　▲晶の｝嘩鞠』．一」し　　　　　　理、燗騨6卜愉＿　　　　　　　　　　　　　　　＿一《，一の．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿｛

〔総務費〕　　　　i9・399．
　　　　　　　　　　　　　：〉シルハー人材センター負担金
レ広報かわにしの発行（お知らせ　i2，097

版含む）3，408　　　　　　　　i》高齢者慶祝事業（敬老会、喜寿

レ防災行政無線施設工事42・ooo　　i　の祝、米寿の祝ほか）4，347

》事務改善事業（電算オンライン　i》ゲートボール場設置補助金1，500

処理ほか）19，420　　　　　　i
〉町史編さん事業（資料編10月発i〔農業費〕

刊・一通聖編62年3月発刊・町史　iレ共同作業場施設設置事業（仙田

　こぽれ話第8集の発刊ほか）　　i　地域就労センターの建設）85，000

33・636　　　　　　　　　　　　i》地域特産物開発振興事業（先進
》町村合併30周釜記念事業∫式典・i　地視察、イチョウ実証ほほか）

芸能まつり・記念誌の発行・タ　i　315
　イムカプセル埋蔵ほか）一9・369　i》食用特殊鳥類飼育事業（七面鳥、

》ふるさとの便り　（県をト転出者に　i　ホロホロ鳥）52

広報などを月1・000部送付）　　i》ふれあいパック事業600

　1068　　　　　　　　　　　　1
　・　　　　　　　　　　　　　i》集落開発センター整備事業

　　　　　　　　　　　　　i　　（東山集落開発センター建設補
〔民生費〕　　　　i助）4，732
　　　　　　　　　　　　　し》社会福祉施設補助金（あかね会）i〉中核的担い手農業者育成対策事
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中
魚
沼
郡
市
商
工
業
振
興
協
議
会

で
は
、
昨
年
の
八
月
に
「
地
元
労
働

力
と
企
業
誘
致
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
調
査
の
目
的
は
、
こ
れ
か
ら
の
企

業
誘
致
に
対
し
て
、
地
域
で
は
ど
れ

く
ら
い
の
労
働
力
を
供
給
で
き
る
の

鶴嚇騰嚢．1

確　．．“富維醸

　　昨年12月に操業開始したトーコー

　
　
　
か
、
ま
た
、
住
民
が
ど
の
よ
う
な
雇

　
　
一
用
の
場
を
望
ん
で
い
る
の
か
、
と
い

　
　
…
う
点
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

　
　
｝
　
調
査
票
は
、
川
西
町
、
十
日
町
市

ら
　
　
…
水
沢
地
区
、
中
里
村
、
津
南
町
の
全

か
…
世
帯
九
千
二
百
八
＋
戸
へ
配
布
し
、

査
…
回
収
数
は
四
千
九
百
三
±
枚
（
回

調
…
収
率
五
三
二
％
）
と
な
っ
て
い
ま

ト
　
㎜
す
。

一
　
　
…
　
調
査
結
果
は
、
　
「
地
元
労
働
力
と

ケ
㎜
企
業
誘
致
に
つ
い
下
潜
在
労
働
力

　
　
り

、
ノ
　
　
…
　
に
つ
い
て
」
と
い
う
報
告
書
に
ま
と

ア
…
め
、
＋
二
月
に
発
表
し
て
い
ま
す
．

　
　
　

の
｝
報
告
書
の
中
か
ら
、
川
西
町
の
分

ム
質
　
…
を
抜
き
出
し
、
そ
の
概
要
を
ま
と
め

議
…
て
み
ま
し
た
．
調
査
表
の
配
布
数
は

協
　
二
千
三
百
五
＋
枚
、
回
収
数
が
千
五

興
…
百
八
枚
、
回
収
率
は
六
四
・
二
％
で

振
　
　
し
た
．

業

■希望賃金

　〉男子

　　①20万円以上（52％）

　　②15万円～20万円（33％）

　　③10万円～15万円（11％）

　〉女子

　　①10万円～15万円（42％）

　　②7万円～10万円（21％）

　　③15万円～20万円（15％）

＊「20万円以上」を希望する男子は、年

齢的には40歳代、30歳代、50歳代の順と

なっています。

　「10万円～15万円」を希望する女子は、

年齢的には10歳代、20歳代、40歳代の順

で、　「7万円～10万円」では、中年層の

　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　き
ほうが若年層より希望者が多くなってい　i

　　　　　　　　　　　　　　　t
ます・　　　　　　　　　　！
■勤務可能時問　　　　　　　　　1

〉男子

　①8時間の通常勤務（83％）

　②8時間の交替制も可能

　　（14％）

　③6時間以内のパート（2
　　％）

〉女子

　①8時間の通常勤務（74％）

　②6時間以内のパート（16
　　％）

　③4時間以内のパート（8
　　％）

　　一一

き
　務員・公務員」を、30歳代が「事務員・

　公務員」　「電子部品関連製造工」を、20
i歳代が「事務員・公務員」　「自動車機械
i・製造修理工」を求めています．

1　女子では、60歳代が「その他の内職（織

…
i物、電子部品以外）」　「電子部品関連製

　造工」を、50歳代が「食料品製造工」「そ

　の他の内職」を、40歳代が「電子部品関
と
1連製造工」　「事務員・公務員」を・30歳

i代が「事務員・公務員」　「電子部品関連

…
1製造工」を、20歳代が「事務員・公務員」

　を求めています。

／｝一｝

■就職・転職希望者

　620人（回収率を考慮に入れ

　ると実際には970人くらいと

　なる）

■就職・転職の希望職種

　〉男子
　　①事務員・公務員（21％）

　　②電子部品関連製造工（13％）

　　③自営業（12％）

　〉女子
　　①事務員・公務員（28％）

　　②電子部品関連製造工（13％）

　　③食料品製造工（9％）

　　③織物、電子部品以外の内

　　　職（9％）

　＊男子では、60歳代が「事務員・公務員」

　「土木作業員」を、50歳代が「土木作業

員」　「農業」を、40歳代が「自営業」「事

各調査項目ベスト3

　（川西町分の集計結果）

■現在の職種

　無職
（学生を含む）

15％

　女子
①農業

②事務員・公務員

③電子部品関連製造工

　　▲男子

　　　　①農業
①
25％　　②事務員・公務員

　　　　③土木作業員
　15％

③　②
1596　　11％
　　　10％①
　　　　②
　　③9％
》　　　　無職

　　　　（主婦・学生を含む〉

　　　　　　40％

■現在の勤務地

③

20％

②

35％

①

45％

　　　　女子》

　　①川西町
　　②十日町市

＼③三の他

　男子
▲
　　①川西町

　　②十日町市

　　③その他

　　　　　6％
　　③

②
砺

　
3

①

59％

一一一唱一贈岬一｛
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十日町地域
広域事務組合

財政事情の公表
　　　　　　　昭和60年12月31日現在

昭和60年度各会計予算執行状況 （単位：万円）

予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

一　般　会　計 66，978 54，568 81．5％’ 50，176 74．9％

総合福祉センタ
ー　特別会計

1，726 1，578 91．4％ 1，167 67．6彩

と畜場事業特別会計 3，400 3，104 91．3％ 2，179 64．1％

合　　　　　　計 72，104 59，250 82．2彩 53，522 74．2％

昭和60年度市町村別負担金状況 （単位：万円）

一般会計
総合福祉セン
ター特別会計

と畜場事業

特別会計
合　　計 構成比

十日町市 29，994 30 671 30，695 47．4％

川西町 9，861 22 133 10，016 15．5％

津南町 14，282 1，313 243 15，838 24．5％

中里村 8，005 25 103 8，133 12．6％

合　　計 62，142 1，390 1，150 64，682 100％

■将来どんな職業についてほし

　いですか

　　①公務員（51％）

　　②会社員（25％）

　　③自営業（11％）

■あなたのお子さんでUターン

　を希望している方はいますか

63％

①長男（21％）

②長女（7％）

③二男（4％）

＊Uターンを希望している人は255人い

ます。アンケートの回収率から実数を計

算すると約400人となります。

■現在、中魚沼郡市では、広域

　的に高齢者の就職あっせんを

　するため、高齢者事業団の設

　置を計画していますが、あな

　たは登録を希望しますか

　　はい（60％）

　　いいえ（40％）

＊高齢者事業団へ登録を希望する人は、

中魚沼郡市で1，913人、アンケートの回

収率から計算しなおすと約3，600人にな

ります。㊧十日町市は水沢地区のみ

　川西町は663人で、実数は約1，030人

が登録を希望しているといえます。

　■勤めには出られないが、内職

　　ならしてみたいとお考えです

　か（すでに内職をお持ちの方

　はいいえに含む）

　　①はい（42％）

　　②いいえ（58％）

■内職をするとしたらどんな仕

　事を望みますか

　　①電子産業関係（37％）

　　②織物関係（22％）

　　③食品製造関係（17％）

■もし転職を考えた場合、最優

　先に考えることは
　　①自分の性格、能力に合っ

　　　ている（28％〉

　　②賃金水準が高い（26％）

　　③将来性がある（22％）

＊転職を考えた場合の主な要素は、r自

分の性格、能力に合っている」　r賃金

水準が高い」　「将来性がある」の順で

す。

■お子さんから将来地元に残っ

　てもらいたいですか

　　①できるだけ多く残ってほ

　　　しい（57％）

　　②1人は残ってほしい（32％）

．＿③残らな義捜い（10％）ノ

■今後地元へ誘致したい企業

　　　　　　▲男子

①
16％

　　②
　　14％

③
13％

①自動車産業

②レジャー産業

③工作機械産業

　　①
　　　　女子1＞　　　　22％

　①食料品製造産業　②

　②流通産業　　18％③
　③電子産業　　　　　　14％

　＊川西町の人たちは、

業」　「自動車産業」といった業種に、よ

り多く来てほしいと考えています。

　男子は「自動車産業」に魅力を感じて

いる人が多く、特に40歳代と20歳代に目

だっています。

　女子では「食料品製造産業」の誘致に

期待をかけている人が多く、30歳代以上

の中年層が特に強く望んでいます。

■企業誘致と地元企業の育成で

　最優先とお考えのことは

　　①企業誘致を積極的に進め

　　　るべきである（48％）

　　②新規地場産業の開発育成

　　　を積極的に進めるべきで

　　　ある（22％）

　　③既存の地元企業育成発展

　　　を積極的に進めるべきで

　　　ある（22％）

＊「既存育成」　「新規開発」を赴地元企

業派ミとすれば、　ミ企業誘致派モをわず

かながら上回ります。

　「既存育成」をミ既存派モ、　「新規開

発」　「企業誘致」をミ新規派ヤとした場

合、　ミ既存派モの2割強に対して、　ミ新

規派モが8割弱いることになり、多くの

人が新しい産業を期待しています。

■誘致企業が下請け事業を発注

　した場合はどうしますか

　　①事業をしてみたいとは思

　　　わない（46％）

　　②電子産業であればしてみ

　　　たい（14％）

　　③食品製造業であればして

　　　みたい（13％）

＊「事業をしてみたいとは思わない」が

半数以下で、新たに下請けを受注してみ

たいという人がかなり多い数となってい

ます。

　　　　　　　　　「食料品製造産業」
　「電子産業」　「レジャー産業」　「流通産
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「集団転作」で

地域産物作りを

転作面積等配分会議

転
作
事
業
は

　
　
　
　
長
期
的
な
国
策
で
す

　
昭
和
四
十
四
年
か
ら
諸
々
の
米
生

産
調
整
対
策
が
講
じ
ら
れ
、
転
作
は

五
十
三
年
度
か
ら
は
水
田
利
用
再
編

対
策
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
第
一
二
期
対
策
の
最
終

年
に
当
た
り
、
ま
た
六
十
二
年
度
以

降
の
次
期
対
策
の
足
場
と
も
な
る
重

要
な
年
で
す
。

　61年度集落転作面積等配分会議が、先月20日に総合セ

ンターで開かれました。

　会議には、町、普及所、農協の関係者と、転作推進委

員60人が出席し、転作推進の方法などを協議しました。

　　　　川
　　．　西
（単位●ha）町

囎磨瀞の
　　a6　目
　　a5標
　　o．1面
　（29俵）積

61年度転作等目標面積

区　　　分 昭和61年度 昭和60年度
前年度比較
（61－60）

転作等目標面積 109．8 1（》4．2 5．6

内
　
訳

転　　　　作 99．2 93．7 5．5

他用途利用米
（生産予定数量60㎏／俵）

10．6
（830俵）

10．5
（801俵）

0．1

（29俵）

　
六
十
一
年
度
の
転
作
割
当
目
標
は
、

前
年
度
の
豊
作
に
よ
っ
て
、
五
十
九

年
度
並
み
に
強
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
米
を
主
産
物
と
す
る
川
西
町
で
す

が
、
米
の
潜
在
生
産
力
が
全
国
で
は

需
要
を
三
百
万
ト
ン
も
上
回
る
状
態

か
ら
、
こ
の
転
作
事
業
が
長
期
的
な

国
策
と
し
て
続
く
見
通
し
で
す
の
で
、

　
川
西
町
へ
の
六
十
一
年
度
転
作
等

目
標
面
積
は
、
百
九
・
八
ヘ
ク
タ
ー

ル
が
県
か
ら
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

　
転
作
率
に
す
る
と
九
．
九
％
で
す
。

こ
れ
は
、
全
国
の
二
一
・
四
％
、
県

の
二
で
四
％
か
ら
見
て
も
低
い
数

字
で
す
。
良
質
米
生
産
地
と
い
う
こ

と
が
加
味
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
集
落
へ
の

　
　
　
　
配
分
方
法

集
落
別
転
作
等
目
標
面
積
の
配
分

方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
基
礎
面
積

　
六
十
年
度
農
業
共
済
細
目
書
を
基

に
異
動
調
査
を
実
施
し
た
も
の
で
す
。

▽
実
績
控
除

　
五
十
五
年
度
限
り
で
奨
励
補
助
金

米
に
代
わ
る
地
域
産
物
を
作
り
出
す

こ
と
と
、
所
得
確
保
の
た
め
の
努
力

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
情
勢
と
こ
れ
ま
で
の
実

績
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
関
連
す
る
諸

奨
励
策
を
効
果
的
に
活
用
し
、
目
標

達
成
を
図
る
と
と
も
に
「
集
落
ぐ
る

み
の
集
団
転
作
」
を
定
着
化
し
、
町

農
業
の
発
展
を
図
る
た
め
に
、
農
家

を
は
じ
め
関
係
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
い

っ
そ
う
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　－　　　　　　　“　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　｝　　　　　一　　　　　一　　　　『　　　　一　　　一　　　一　　噌　　｝　　一　一　一一騨

の
対
象
外
と
な
っ
た
植
林
、
養
魚
池

に
つ
い
て
は
、
第
二
期
控
除
面
積
の

二
分
の
一
相
当
を
控
除
し
ま
す
。

▽
他
用
途
利
用
米

　
目
標
面
積
は
町
内
一
率
配
分
と
し

ま
す
。町

の
基
本
方
針

　
「
集
落
ぐ
る
み
の
集
団
転
作
と
定

着
化
」
を
推
進
し
て
、
地
域
農
業
の

再
編
成
と
生
産
性
の
向
上
を
図
る
こ

と
が
町
の
基
本
方
針
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
　
「
転
作
定
着
化
推
進

加
算
制
度
」
の
積
極
的
活
用
に
よ
り
、

集
団
転
作
地
区
の
拡
大
を
図
る
と
と

も
に
、
第
一
種
加
算
制
度
が
活
用
で

き
る
団
地
化
（
連
担
団
地
）
を
促
進

し
、
規
模
が
大
き
く
生
産
性
の
高
い

転
作
中
核
集
団
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

町
の
補
助
事
業

　
町
は
、
次
の
転
作
関
連
事
業
に
つ

い
て
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を

出
し
ま
す
。

▽
川
西
町
重
点
作
物
奨
励
補
助
金

　
町
の
重
点
作
物
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
大
豆
、
青
刈
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

加
工
用
ナ
ス
、
シ
ロ
ウ
リ
、
キ
ュ
ウ

リ
、
野
沢
菜
な
ど
の
集
団
転
作
を
実

施
し
た
生
産
組
合
に
対
し
、
十
ア
ー

ル
当
た
り
二
千
円
以
内
の
補
助
金
を

山
父
付
し
ま
す
。

▽
転
作
中
核
集
団
育
成
事
業
費
補
助

　
金

　
該
当
す
る
作
物
の
栽
培
を
共
同
作

業
で
実
施
し
た
組
織
に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

　
ほ
か
に
、
集
落
転
作
推
進
活
動
委

託
費
の
助
成
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

転
作
作
物
の
共
励
会
参
加
で
技
術
賞

を
受
け
る
霜
条
転
作
大
豆
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
亀
『
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町行造林事業の

作業班員募集

植　栽　作　業

　町内の山林地帯で雑木の伐採

や杉苗の植栽などの作業に従事

してくださる人を募集します。

①募集人員　男子58人　女子若

　干名

②採用条件

　（1）川西町の住民で健康な人

　（2）男子はチェンソー・刈払機

　　の操作ができる人

　（3）年齢は4月1日現在70歳未

　　満

　（4）募集人員を超えた場合は、

　　技術・資格・年齢等を考慮

　　して選考する

③賃金　原則として川西町農業

　標準賃金を基本日額とし、ほ

　かに技術・運転手等の諸手当

　を加算して決める

④賞与　勤務日数等を勘案した

　特別賞与を支給する

⑤期間　昭和61年5月1日から

　昭和61年11月30日の予定

⑥就業時間　始業午前8時、終

　業午後5時10分

⑦休日　原則として日曜日とす

　る

⑧申し込み方法　健康診断書1

　通、印鑑、それに自動車運転

　免許所有者は免許証を持参の

　うえ、産業課林政係へ申し込

　む

⑨締め切り　3月29日

⑩その他

　短期特例雇用保険、労働災害

　適用の制度あり

　採用については選考のうえ、

　4月19日までに各人に通知す

　る

転作奨励補助金の交付額 （単位：10a当たり・円）

種類 作物名
基本額 バ　ラ 団地化計 転作定着

④ 転作 画の部分 化該当地

（第1種加算金） （第2種加算金）

特定作物
大豆、そば、麦、飼

41，000

④ ④
十

④
十

料作物 のみ 20，000 10，000

永年性 果樹（ぶどう、りん ④ ④ ④
49，000 十 十

作　　物 ごを除く） のみ 20，000 10，000

たばこ、青刈稲、大

一般作物
豆以外の豆類、養魚

池、水田養魚、林地、
26，000

④
の
み

④
十
1
5
， 000

④
十
1
0
， 000

など

野　　菜

この地域で栽培でき

る野菜（れんこん、 21，000

④ ④
十

④
十

くわいを含む） のみ 15，000 10，000

※管理転作は21，000円、土地改良通年施行は24，000円の基本額

　が交付きれます。

1〉転作定着化推進第1種加算の要

　件

・団地化転作の場合

転作田が完全に地続きで、団地

　の規模が3触以上であること。

　また1触以上の団地を集めて、

団地の面積の合計が転作面積の

　3分の2以上あること。団地内

　の転作作物は、原則として2作

物以内に統一されていること。

1〉転作定着化推進第2種加算の要

件

・集落転作の場合

集落内の水田耕作者の3分の2

以上により、転作の推進を図る

ための組織が設立されているこ

と。組織に所属する農業者の転

作田に係る農作業を組織の共同

作業として実施するか、あるい

は中核的農家等に作業委託され

ていること。

卿舩脚＾一パy一棚脚一一囎（〃鴨ノーべ｝・！や＾＿べ．“輪

　　達成率105．1％
　　　　　　　　60年度の転作実績

60年度転作等実績 1俵一60kg

転作等目標面積 転作を要する面積 他用途米面積

104．2拗 93．7面
10．5勧

（801俵）

転作等実施面積 109．5勧
達成　率 105．1％

転　作　等 99．0勧

実施農家数 858戸他用途米
10．5編

（801俵）

ご協力ありがとうございました。
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故
内
山
常
治
郎
さ
ん
に

　
　
　
　
　
勲
六
等
瑞
宝
章
の
栄
誉

町議のころの内山さん

昨
年
十
二
月
二
十
六
日
に
亡
く
な

交通災害共済

全員加入を
1伊川巳軌。1岬川OI嚇8伊”川O・91，・璽一・川軌川9川1軌”8一酬h軌01酬川

お勧めします

　
“
一
日
一
円
の
安
い
掛
金
で
会
員

相
互
の
助
け
合
い
”
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
始
め
ら
れ
た
交
通
災
害
共

済
制
度
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
か
ら
年
々
加
入
者
が
増
加
し
、
六

十
年
度
に
は
二
千
九
十
三
世
帯
・
八

千
五
百
十
一
人
の
方
々
か
ら
加
入
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
見
舞
金
を
受
け
ら
れ
た
方
は
二
十

六
人
・
百
七
十
五
万
円
で
、
件
数
、

ら
れ
た
新
町
新
田
の
内
山
常
治
郎
さ

ん
（
享
年
七
十
八
歳
）
に
、
内
閣
総

理
大
臣
か
ら
勲
六
等
瑞
宝
章
が
贈
ら

れ
、
こ
の
ほ
ど
お
宅
へ
届
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
内
山
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
六
年
に

上
野
村
議
会
議
員
に
当
選
し
て
か
ら

金
額
と
も
五
十
九
年
度
の
約
二
倍
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
二
、
三
年
、
婦
人
や
高
校
生

の
ミ
ニ
、
、
ハ
イ
ク
に
よ
る
事
故
、
小
学

生
や
幼
児
の
自
転
車
に
よ
る
事
故
が

急
増
し
て
い
ま
す
。

　
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
注
意
し
て

い
て
も
、
万
一
と
い
う
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
家
族
の
方
全
員
が
加
入

さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

　
た
だ
今
、
嘱
託
員
に
お
願
い
し
、

六
十
一
年
度
の
会
員
募
集
を
始
め
た

と
こ
ろ
で
す
。
現
在
加
入
さ
れ
て
い

る
方
も
三
月
い
っ
ぱ
い
で
共
済
期
間

が
終
了
し
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
加

入
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　
今
年
か
ら
申
込
書
の
様
式
が
電
算

打
ち
出
し
に
変
わ
り
ま
し
た
。
チ
ラ

シ
の
記
入
例
を
よ
く
読
ん
で
お
書
き

く
だ
さ
い
。
三
月
三
十
一
日
ま
で
に

三
十
一
年
の
町
村
合
併
を
経
て
三
十

二
年
ま
で
の
六
年
間
、
三
十
六
年
に

再
び
川
西
町
議
会
議
員
に
当
選
以
来

四
十
四
年
ま
で
の
八
年
間
、
通
算
四

期
十
四
年
間
に
わ
た
り
村
・
町
議
会

議
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
三
十
六
年
か
ら
一
二
十
八

年
ま
で
の
二
年
間
総
務
財
政
委
員
会

委
員
長
、
四
十
年
か
ら
四
十
四
年
ま

で
の
四
年
間
監
査
委
員
を
歴
任
さ
れ

る
な
ど
、
地
方
自
治
の
振
興
に
情
熱

を
注
が
れ
ま
し
た
。

就
職
な
ど
で
転
出
さ
れ
る
方
は
、
残

念
で
す
が
加
入
で
き
ま
せ
ん
の
で
棒

線
で
消
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
転

入
さ
れ
た
方
や
生
ま
れ
た
子
供
さ
ん

で
打
ち
出
し
て
い
な
い
方
に
つ
い
て

は
、
余
白
部
分
に
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
申
込
書
は
左
右
切
り
離
さ
ず
に

嘱
託
員
、
ま
た
は
受
付
場
所
へ
提
出

願
い
ま
す
。

　
加
入
方
法
や
見
舞
金
請
求
に
つ
い

て
分
か
ら
な
い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

役
場
住
民
係
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

■
加
入
申
込
受
付
場
所

＊
県
信
用
組
合
川
西
支
店

＊
新
潟
川
西
農
協
千
手
支
所

＊
　
　
　
〃
　
　
上
野
支
所

＊＊

　
　
〃
　
橘
支
所

　
　
〃
　
仙
田
支
所

（
千
手
中
央
店
、
出
張
所
は
除
く
）

＊
川
西
町
役
場
会
計
窓
口

唖
「
．
四
．
　
ぶ
く
し

ん
　
四
月
か
ら
七
千
百
円
に

　
国
民
年
金

　
　
　
保
険
料
の
改
正

国
民
年
金
の
保
険
料
が
次
の
よ

う
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

①
保
険
料
月
額

qD

昭
和
六
十
一
年
度
（
六
十
一
年

　
四
月
か
ら
六
十
二
年
三
月
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
七
千
百
円

㈱
昭
和
六
十
二
年
度
（
六
十
二
年

　
四
月
か
ら
六
十
三
年
三
月
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
七
千
四
百
円

②
保
険
料
を
前
納
す
る
場
合
の
期

　
問
と
納
付
す
べ
き
額

“D

昭
和
六
十
一
年
四
月
か
ら
昭
和

　
六
十
二
年
三
月
ま
で
の
期
間
を

　
前
納
す
る
場
合

　
保
険
料
　
八
万
三
千
百
四
十
円

　
付
加
分
　
　
四
千
六
百
八
十
円

　
計
　
　
八
万
七
千
八
百
二
十
円

㈹
昭
和
六
十
一
年
四
月
か
ら
昭
和

　
六
十
三
年
三
月
ま
で
の
期
間
を

　
前
納
す
る
場
合

　
保
険
料

　
　
十
六
万
五
千
二
百
八
十
円

　
付
加
分
　
　
九
千
百
二
十
円

　
計
十
七
万
四
千
四
百
円

繰り上‘デ支給

1毛…瀞

、．．　　　　　∫8’／

　
0

　
0

　
ロ

　
　
　
　
　
、

㌔納
鯉
臨

．
ρ　

国
民
年
金

よ
り
高
い
年
金
を

　
　
　
　
よ
り
長
く

繰
り
上
げ
請
求
は
慎
重
に

　
新
年
金
制
度
が
四
月
一
日
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
こ
の
中
で
、
六
十
歳
か
ら
の
繰

り
上
げ
請
求
が
で
き
な
く
な
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
解
釈
を
さ
れ

て
い
る
方
が
い
る
よ
う
で
す
が
、

今
ま
で
ど
お
り
繰
り
上
げ
請
求
で

き
ま
す
の
で
、
ま
ち
が
い
の
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
繰
り
上
げ
請
求
し
ま
す
と
、
一

生
涯
減
額
さ
れ
た
年
金
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
自
分
の

健
康
や
家
庭
の
状
況
、
長
い
老
後

の
こ
と
な
ど
を
よ
く
考
え
て
請
求

し
ま
し
ょ
・
つ
。
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民
俗
編
の
貴
重
な
内
容

　
「
川
西
町
史
」
の
資
料
編
に
は
、

昔
の
人
た
ち
の
考
え
方
や
生
活
の
様

子
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
、
言

語
や
行
為
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
民
俗

の
事
柄
が
豊
富
に
収
録
さ
れ
て
い
ま

す
。　

そ
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お
り
で

す
。
　
（
）
内
は
調
査
執
筆
者
。

民
俗
編

　
第
一
章
衣
・
食
・
住

　
山
着
物
と
家
着
、
野
良
仕
事
の
仕

度
、
夏
場
の
家
着
、
冬
の
家
着
、
夏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
さ

場
の
は
き
も
の
、
み
の
と
笠
、
雨
具
、

防
寒
具
、
雪
中
の
は
き
も
の
、
晴
れ

着
、
よ
そ
行
き
、
仕
事
着
の
中
の
晴

れ
着
、
衣
類
の
周
辺
、
ブ
イ
ト
ウ
、

ア
ン
ギ
ン
、
う
ち
わ
た
、
寝
具
、
裁

縫
と
洗
濯
、
衣
類
の
素
材
、
一
日
の

食
事
、
朝
食
、
こ
び
る
、
昼
食
、
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

飯
、
夕
飯
、
夜
食
、
イ
ス
ス
挽
き
、

　
　
　
　
　
も
ち

ア
ン
ブ
、
粉
餅
、
カ
キ
ッ
ポ
ウ
、
ス

イ
ト
ウ
、
カ
テ
メ
シ
、
イ
デ
コ
ミ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
た

晴
れ
の
日
の
食
べ
物
、
餅
と
牡
丹
餅
、

　
　
　
　
　
カ
ゆ

赤
飯
と
小
豆
粥
、
団
子
、
そ
ば
、
塩
、

み
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ

味
噌
、
豆
じ
ょ
う
ゆ
、
魚
、
疏
菜
、

山
菜
、
保
存
食
品
（
滝
沢
秀
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ
ろ

　
間
取
り
と
暮
ら
し
、
地
炉
を
囲
ん

だ
生
活
、
雪
と
住
家
（
上
村
政
基
）

　
第
二
章
　
生
産
と
生
業

　
　
　
ま

　
ベ
ト
撒
き
、
肥
引
き
、
ス
ジ
洗
い
、

苗
代
作
り
、
本
田
作
り
、
苗
取
り
、

枠
転
が
し
、
田
植
え
の
服
装
、
大
田

植
え
、
田
植
え
の
と
き
の
食
事
、
豆

つ
け
、
田
の
草
取
り
、
草
刈
り
、
病

害
虫
の
防
除
、
稲
架
け
場
作
り
、
稲

刈
り
、
稲
上
げ
、
グ
ミ
ハ
ズ
シ
、
稲

　
　
　
　
　
　
　
　
も
み

コ
キ
、
イ
ガ
カ
チ
、
籾
ド
ウ
シ
と
ボ

ッ
ツ
ァ
ラ
ガ
チ
、
籾
あ
お
り
、
ム
シ

　
　
　
　
レ
つ
す

ロ
立
て
、
臼
挽
き
、
米
あ
お
り
、
万

石
と
お
し
、
俵
つ
め
、
セ
ッ
ツ
キ
、

マ
ン
グ
ワ
洗
い
、
田
休
み
、
願
い
祭
、

刈
り
上
げ
、
イ
ナ
バ
寄
せ
と
ニ
ュ
ウ

イ
レ
振
舞
、
秋
ご
と
、
こ
き
上
げ
、

ト
ウ
ド
呼
び
、
セ
ッ
ツ
キ
振
舞
、
小

作
振
舞
、
十
三
夜
、
十
日
夜
、
え
び

　
　
　
　
　
　
　
り
つ
る
ち
　
　
　
も
ち

す
講
、
大
師
講
、
梗
米
、
儒
米
（
駒

形
雇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
川
西
地
方
の
ハ
タ
織
り
、
苧
の
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ま

製
、
糸
ご
し
ら
え
、
染
色
お
よ
び
縞

カ
す
り

と
緋
、
イ
ザ
リ
バ
タ
の
仕
組
み
、
機

ご
し
ら
え
、
仙
田
紙
（
和
紙
）
、
紙

す
　
　
　
こ
う
ぞ

漉
き
、
楮
栽
培
、
楮
寄
せ
、
楮
皮
の

精
製
、
カ
ミ
ソ
を
作
る
、
漉
い
た
紙

の
処
理
、
チ
リ
ガ
ミ
、
ス
ジ
ガ
ミ
、

紙
の
終
末
（
滝
沢
秀
二

　
第
三
章
　
交
通
と
運
搬

　
ツ
ン
ネ
歩
き
と
峠
越
え
、
旅
人
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
り

ち
と
休
み
茶
屋
、
車
と
櫨
、
駄
賃
櫨
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
か
だ

川
船
、
川
船
で
米
送
り
、
筏
流
し
、

村
内
の
連
絡
、
郷
走
と
小
走
、
集
合

の
合
図
（
上
村
政
基
）

　
第
四
章
交
易

　
物
々
交
換
、
旅
商
人
、
女
衆
の
買

い
物
、
町
内
の
小
売
店
、
頼
母
子
講
、

無
尽
（
上
村
政
基
）

繊
辮
瓶
…
…

　
第
五
章
　
社
会
の
民
俗

　
ム
ラ
役
、
総
代
、
重
立
、
組
頭
、

組
親
、
総
ヨ
ラ
イ
、
ム
ラ
決
め
、
大

地
主
と
ム
ラ
の
衆
、
ム
ラ
と
若
者
た

ち
、
若
い
衆
の
奉
仕
活
動
、
祭
礼
と

夜
遊
び
、
作
場
組
と
ッ
エ
ツ
キ
、
舟

持
ち
、
馬
持
ち
、
嫁
衆
の
楽
し
み
、

夜
績
み
と
娘
た
ち
、
火
消
組
、
共
有

地
の
利
用
、
道
普
請
と
江
ざ
ら
え
、

余
荷
、
イ
エ
ッ
コ
、
屋
根
替
え
と
カ

ヤ
頼
母
子
、
タ
ダ
ッ
ト
ウ
ド
、
一
人

前
、
家
族
と
呼
び
名
、
跡
継
ぎ
、
隠

居
、
家
持
ち
、
分
家
、
本
家
と
分
家
、

ヤ
ロ
ッ
コ
、
百
姓
若
い
衆
、
モ
リ
ッ

コ
、
オ
ン
ナ
ゴ
　
（
金
子
幸
作
）

　
第
六
章
信
仰

　
祈
り
の
あ
と
、
豊
作
を
祈
る
、
祭

り
と
行
事
、
氏
神
と
氏
子
た
ち
、
講

の
人
た
ち
、
物
の
ヶ
（
怪
）
と
ま
じ

な
い
、
川
流
れ
し
た
神
様
と
引
っ
越

し
、
神
社
の
統
合
、
機
織
り
と
黒
姫

様
、
六
夜
様
、
お
庚
申
様
、
庚
申
供

　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
ぴ
ら

養
祭
、
三
夜
様
、
金
毘
羅
様
と
川
神

　
　
て
ん
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
ね

様
、
天
狗
様
と
道
祖
神
、
子
の
権
現

な
ど
（
上
村
政
基
）

　
第
七
章
人
の
一
生

　
妊
娠
の
予
知
、
安
産
祈
願
、
性
別

の
判
断
、
出
産
、
お
び
や
め
し
、
乳

付
け
、
お
び
や
し
な
い
、
チ
ン
チ
ン

毛
、
お
び
や
明
き
、
名
付
け
、
つ
ぐ

ら
っ
子
、
宮
参
り
、
食
初
め
、
孫
祝
、

誕
生
（
一
年
目
）
、
厄
年
、
年
祝
、

下
仲
人
と
仲
人
、
結
納
、
足
入
れ
、

嫁
と
り
仕
度
、
出
振
舞
、
近
迎
え
、

　
さ
か
ザ
き

親
子
盃
、
祝
言
と
嫁
見
、
親
送
り
、

初
夜
の
祝
、
三
日
の
祝
、
ま
な
板
流

　
　
い
ち
げ
ん

し
、
一
見
、
離
婚
、
再
婚
、
死
の
予

　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
ん

兆
、
告
げ
、
霊
魂
の
膳
、
弔
い
と
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
と
ぎ
　
　
　
か
ん

マ
コ
シ
ヤ
イ
、
夜
伽
、
湯
濯
と
納
棺
、

　
　
　
　
　
　
　
　
と
き

働
き
衆
、
葬
式
、
お
斎
と
念
仏
、
火

葬
、
お
骨
上
げ
、
骨
納
め
、
壇
引
き
、

供
養
、
葬
式
の
禁
忌
、
俗
信
（
金
子

幸
作
）

　
第
八
章
　
年
中
行
事

　
こ
と
納
め
、
す
す
掃
き
、
納
豆
ね

せ
、
年
取
り
の
仕
度
、
餅
つ
き
、
松

　
　
　
　
　
　
　
　
し
め

迎
え
と
正
月
さ
ま
、
注
連
飾
り
、
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お
み
そ
か

取
り
、
い
な
だ
き
、
歳
暮
、
大
晦
日
、

元
旦
、
若
宮
参
り
、
歯
固
め
、
雑
煮
、

年
始
、
つ
ぼ
の
盆
、
年
始
よ
せ
、
仕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ま

事
始
め
、
蔵
開
き
、
寺
年
始
、
釜
神

さ
ま
の
年
取
り
、
も
ろ
も
ろ
、
七
草
、

回
談
、
十
一
日
正
月
、
若
木
迎
え
、

餅
つ
き
と
団
子
飾
り
、
百
姓
の
正
月
、

小
年
、
鳥
追
い
と
バ
イ
ト
、
鳥
追
い

餅
、
も
っ
く
ら
も
ち
追
い
、
足
出
す

な
口
出
す
な
、
小
豆
が
ゆ
の
作
占
い
、

　
　
　
は
し

は
ら
み
箸
、
成
る
か
成
ら
ぬ
か
、
予

祝
演
技
、
ね
ぶ
つ
除
け
、
道
具
の
年

取
り
、
年
取
り
と
道
楽
神
焼
き
、
十

六
日
、
豆
落
と
し
、
十
八
が
ゆ
、
二

十
日
正
月
、
出
が
わ
り
つ
い
た
ち
、

節
分
、
初
午
、
こ
と
は
じ
め
、
十
二

講
、
団
子
撒
き
、
か
か
の
節
句
、
春

の
彼
岸
、
四
月
八
日
、
春
祭
、
よ
も

ぎ
し
ょ
う
ぶ
、
ろ
く
ろ
う
え
ん
、
田

　
　
ろ
っ
く
わ
つ
づ
い
た
ち

植
え
、
六
月
一
日
、
き
ん
ぬ
き
づ
い

た
ち
、
黒
姫
参
り
、
十
七
夜
、
土
用

　
　
　
ご

祭
、
雨
乞
い
、
ぼ
ん
ぼ
ち
つ
い
た
ち
、

　
す

盆
賓
と
盆
箸
、
仏
具
磨
き
、
盆
棚
、

墓
ご
し
ら
え
、
迎
え
火
、
暮
参
り
、

送
り
火
、
盆
踊
り
、
し
ち
ん
ち
盆
、

秋
祭
、
は
っ
さ
く
、
十
五
夜
、
秋
の

彼
岸
、
十
三
夜
、
十
日
夜
、
恵
比
須

講
、
秋
ご
と
、
か
く
せ
つ
、
洗
濯
泊

ま
り
、
大
師
講
、
せ
っ
つ
き
振
舞

（
滝
沢
秀
一
）

　
第
九
章
　
民
俗
知
識

　
　
　
　
　
　
の
ろ
　
　
　
こ
と
わ
ざ

　
禁
忌
、
兆
、
呪
い
、
諺
、
し
つ
け
、

占
い
に
関
す
る
も
の
（
金
子
幸
作
）

　
第
十
章
　
遊
戯
と
口
承
文
芸

　
子
供
の
遊
び
、
童
謡
、
民
謡
、
昔

話
、
伝
説
、
世
間
話
（
金
子
幸
作
）
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・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
ド

i　距離大会入賞者
ド

1　　　　　　（3位まで）
ゆ

i〉小学4年生男子〔1km〕

：　①南雲武幸（千手）4’19”
　

1　②丸山英紀（橘〉4’26”
ロ

1　③黒嶋裕（千手）4’54”
ヨ

1〉小学4年生女子〔1km〕
ロ

1　①丸山安紀子（橘）5’39”

i　②戸田奏子（橘）6’04”

i　③北村美貴（千手）6’13”

：〉小学5年生男子〔3km〕
ロ

；　①田村真一（千手）13’52”

i　②田村有二（千手）13’58”

i　③中村繁之（千手）13’59”

1〉小学5年生女子〔2km〕
ヨ

：　①小林奈奈子（千手）10’08”：
ヨ

1　②茂野暁子（千手）10’10”　i

i　③村越薫（橘）10’32”　　　i

l〉小学6年生男子〔3km〕　　　1
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

：　①高橋哲也（千手）11’44”　l
i　②沢潟竜也（千手）11’54”i

i　③渡辺大（千手）11’58”　i

：〉小学6年生女子〔2km〕　　　：
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

1　①星名浩美（千手）9’03”：
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ

1　②星名夏江（千手）9F17”：
i　③水落由起（千手）9’38μi

l［＞中学生男子〔6km〕　　　　：
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

：　①高橋直樹　22’47”　　　：
ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ

1　②南雲利光　22’57”　　　1
ド

1　③相崎和行　23’17”　　　：
　　　　　　　　　　　　　11
　　　　　　　　　　　　　『＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一＿＿＿＿＿＿一＿＿＿＿＿＿＿＿＿司

仙田小スキー大会（2／23）

コンディションは絶好

　町民スキー距離大会

　第9回川西町民スキー大会・

第2回川西町小学校親善スキー

大会（距離）が、3月2日に川

西中学校グラウンドで開かれま

した。

　春の日ざしの中で、270人の

選手がタイムを競いました。

小学校5年生女子です

千手小スキー大会（2／23）

．雛

一一、聾華顎騨

ラ⑳／2（会大’キスト
　
ノ橘

乞
一
纏 一轟、

　　　　　　　　　ゆ

灘

　3月の天候は、暖かくなつた

と喜んでいると、次の日は雪が

舞うといった状態の繰り返しで、

体のほうも対応がたいへんです。

気を緩めると風邪を引いてしま

います。十分ご注意ください。

　冬のスポーツは、この地方で

はスキーが中心となります。今

月の「ひろば」は、スキー大会

のページというふうになりまし
た。

ス雇昂・犬会
　．ヌナツフ・シコット・

　　　　　　　　湘磁騨醐妙

十日町市中魚沼郡中学校
新人スキー大会（2／20庚塚）

騨
嚢

ぎ

難

謬
麹
ー

艶
勇
鏡

鉱

川西町の積雪状況
　　　　　　　　（単位：cm）

月日 61年 60年 59年

2・5 330 270 329

2・10 387 240 364

2・15 328 270 335

2・20 331 257 338

2・25 350 310 300
2・末日 365 288 344 文勇堂製本工業　（戸田市）

出稼ぎの皆さんは

　　お元気でした

　先月19日から21日までの3日

間、出稼ぎ相談員と町と農協の

担当者が、東京、横浜などの出

稼ぎ先職場4社を訪問してきま

した。川西町の皆さんは元気で

お働きとのことでした。
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丸山千華子選手
9
．
●

．
艦
．
．

国体スキー大会で健闘

　「たくましくニセコに競え美と力」を

スローガンに、第41回国体冬季大会スキ

ー競技会が2月20日から23日にかけて、

北海道倶知安町で開かれました。

　この大会に、昨年に引き続き丸山千華

子選手（日体大3年・上町）が出場しま

　
　
　
　
　
　
　
の

ロ
競
海
こ
選
た
丸
5
年
体
と
績

　
　
　
　
　
子
し

、　　丸山選手は、21日の距離成年女子1部

　　（5K）で19分16秒3と健闘し、順位を

　昨年より1っ上げて14位となりました。

　　体調を崩して苦しいレースだつたとの

　ことですが、持ち前の粘りを発揮しての

　成績です。

生
ま
れ
故
郷
は

　
　
　
　
　
　
い
と
お
し

横
浜
市

　
私
は
、
六
十
四
歳
と
な
り
ま
し
た

が
、
至
っ
て
じ
ょ
う
ぶ
で
毎
日
を
過

ご
し
て
お
り
ま
す
。

　
た
び
た
び
送
っ
て
い
た
だ
く
広
報

く

川
崎
広
夫
さ
ん

　
　
　
　
　
（
室
島
出
身
）

を
拝
見
し
、
故
郷
の
隈
か
し
さ
に
目

元
が
潤
む
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。

　
文
中
に
知
っ
て
い
る
方
の
名
前
や

写
真
な
ど
を
見
つ
け
る
と
、
そ
の
感

慨
は
ひ
と
し
お
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
町
政
の
動
き
に
も
触
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
長
寿
者
番
付
で
は
「
あ

あ
あ
の
方
も
じ
ょ
う
ぶ
で
長
生
き
さ

れ
て
お
ら
れ
る
の
だ
な
あ
」
と
懐
か

し
ん
で
お
り
ま
す
。
冠
婚
菱
不
の
欄

も
興
味
深
く
目
を
通
し
ま
す
。

左はしが丸山選手（赤倉で撮影）

　
　
　
．
，
，
－
　
　
　
　
　
　
　
　
，
8
・
摩
葺
〆

　
私
が
横
浜
へ
移
り
住
ん
で
か
ら
ニ
ボ
綴

十
一
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
故
郷
の
　
繊
瀞

変
わ
り
よ
う
に
は
た
だ
た
だ
驚
く
ば
嘱
瑚

か
り
で
す
。
無
雪
道
路
の
延
長
、
水
晦
羅

道
の
整
備
、
あ
ら
ゆ
る
文
化
生
活
が
い
檎
飽

各
戸
に
行
き
慣
て
い
る
さ
妻
承
麟

る
時
、
隔
世
の
感
が
す
る
の
は
、
お
段
瞭

そ
ら
く
故
郷
を
離
れ
た
皆
さ
ん
が
同
譲
鯖

様
か
と
存
じ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
い
讐
・

　
だ
れ
し
も
生
ま
れ
故
郷
を
懐
か
し
轟
鴇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
一
ガ
一
蕪

み
、
い
と
お
し
む
気
持
ち
が
あ
る
と
驚
剛

存
じ
ま
す
が
、
広
報
な
ど
の
ふ
る
さ
か
．
鵬
’

と
の
便
り
を
手
に
す
る
時
に
、
鮮
明
欝
蜘

に
そ
の
気
持
ち
が
確
か
め
ら
れ
ま
す
。
蔀
紙

　
こ
の
手
紙
は
こ
た
つ
に
当
た
り
な
　
蠣
帰

が
ら
書
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
寒
さ
　
仰
職

が
続
き
ま
す
。
故
郷
の
皆
さ
ん
も
ご
弟
”
劉

自
愛
の
う
え
、
ご
奮
闘
さ
れ
る
よ
う
癖
一
一

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
畷
龍

わ
　し
自の

慢
●
一

　’．9●。一

わ
ら
じ
作
り
に

年
季
を
入
れ
る

　
　
仁
田

　
　
　
田
中
恒
蔵
さ
ん

　
田
中
さ
ん
の
お
宅
に
お
じ
ゃ
ま

し
た
の
は
、
二
月
二
十
五
日
の
こ

と
で
あ
る
。

　
「
わ
ら
じ
作
り
は
二
、
三
日
前

か
ら
始
め
た
ば
か
り
で
す
。
そ
れ

ま
で
は
か
ん
じ
き
つ
べ
（
縄
を
掛

け
る
こ
と
）
を
な
か
ま
の
家
か
ら

頼
ま
れ
て
や
っ
て
い
ま
し
た
」

　
田
中
さ
ん
に
は
、
雪
が
消
え
る

こ
ろ
ま
で
に
二
百
足
の
わ
ら
じ
作

り
の
ノ
ル
マ
が
あ
る
。

　
「
町
か
ら
頼
ま
れ
た
の
で
す
よ
。

ど
う
い
う
と
こ
ろ
へ
行
き
、
ど
ん

な
人
が
使
っ
て
く
れ
る
の
か
も
よ

く
分
か
り
ま
せ
ん
」

　
そ
こ
で
係
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、

東
京
．
千
代
田
区
の
ス
ポ
ー
ッ
店

へ
送
っ
て
い
る
も
の
で
、
川
西
町

全
体
と
し
て
は
、
一
年
間
に
二
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無

足
の
注
文
を
受
け
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
釣
り
や
山
登
り
に

若
者
が
使
っ
て
い
る
ら
し
い
。

　
「
一
足
三
十
分
く
ら
い
か
か
り

ま
す
。
形
が
難
し
い
で
す
。
四
角

ぞ
う
り
の
丸
わ
ら
じ
と
い
い
ま
し

て
ね
。
大
き
さ
は
勘
で
や
っ
て
い

ま
す
。
わ
ら
じ
の
か
か
と
と
つ
ま

先
部
分
に
は
布
を
入
れ
、
履
き
や

す
い
よ
う
に
く
ふ
う
し
ま
し
た
」

　
稲
わ
ら
は
縄
な
い
に
も
使
う
の

で
、
一
冬
に
五
十
束
（
十
四
わ
一

束
で
）
く
ら
い
必
要
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　
「
使
う
分
は
自
分
で
手
刈
り
を

し
て
、
か
け
場
で
干
し
ま
す
」

　
田
中
さ
ん
は
、
わ
ら
細
工
は
な

ん
で
も
こ
な
す
が
、
み
や
ざ
る
な

ど
の
竹
細
工
も
得
意
で
あ
る
。

　
「
昔
は
学
校
を
卒
業
す
る
と
仲

間
っ
子
で
競
争
し
て
ぞ
う
り
や
わ

ら
じ
な
ど
を
作
っ
た
も
ん
で
す
よ
。

数
え
で
十
四
歳
ご
ろ
で
し
ょ
う
か
」

　
「
遊
ん
で
い
る
ほ
う
が
楽
じ
ゃ

な
い
で
す
…
…
」
と
稼
ぎ
好
き
の

田
中
さ
ん
。

両
手
に
わ
ら
じ
の
田
中
さ
ん

、
講
蓼
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十日町高校定時制

第2次入学生徒の募集

　十日町高等学校定時制では、

次により第2次入学生徒の募集

をします。

◇募集学年および人員

　普通科第1学年・若干名

◇第2次入学者選抜学力検査
　3月26日　（水）

　検査教科は「国語」　「数学」

　「英語」の3教科
◇出願手続き

　r入学願書（600円の県収入
　証紙を張る）」　「受検票」「調

　査書」を在学（出身）中学校

　長を経て十日町高等学校長に

　提出

　受け付けは3月19日（水）か

　ら3月25日（火）午後4時ま

　で
※詳しくは、県立十日町高等学

校定時制課程〔十日町市本町西

1丁目・魯（52）3575〕へ問い

合わせください。

ノ
●を意注

、

一
」

に　
、
＼

四
朋雪

＼
＼

鵬
．

驚1…

　春の足音が近づいてきました

が、陽気が良くなるとミ雪崩ミ

の危険が増してきます。くれぐ

れもご注意を！

〆イ惣筋イ
1●4月2日（水）／午後1時
1　から4時30分まで、学校町

㌧謹膿繊払

検察審査会の
　　　主な仕事

　検察審査会は、選挙権を有す

る国民の中から選ばれた11人の

検察審査員が、国民の代表とし

て、検察官が事件を起訴しなか

ったこと　（不起訴処分）のよし

あしを審査するのを主な仕事と

するところです。

　犯罪の被害にあった人や犯罪

を告訴・告発した人から、検察

官の不起訴処分を不服として、

検察審査会に申し立てがあった

とき審査を始めます。また、検

察審査会は、被害者などからの

申し立てがなくとも、進んで検

察官が不起訴にした事件を取り

上げて審査することもあります。

　検察官がした不起訴処分に不

満を持っている方や、検察審査

会についてもっと詳しく知りた

い方は、お気軽に下記へご相談

くださいC

　相談や申し立てについての費

用はいっさい無料で、秘密は固

く守られます。

■長岡検察審査会事務局〔長岡

　市三和3丁目9番地28　裁判
　所構内　費0258（35）2141〕

ミ転出届ヤは

　　　郵便局にも
　3月から4月にかけては、就
職、入学、人事異動などで住所

を変更される人が多くなります。

　転居されるときは、郵便局に

も転居届をお出しください。

　転出届を出された方には、向

こう1年問、旧住所あての郵便

物を新住所へ転送します。

　転居届の用紙は、郵便局のほ

か役場の窓口にも備えてありま

すし、普通のはがきを使用して

いただいてもけっこうです。

　届け出内容は、新住所、旧住

所、転出者の氏名、世帯の全部

か一部かの区別、転送開始希望

年月日などです。

⑳⑦㊦、

霞

農業用軽油
　免税証の交付
今年は十日町総合庁舎で

　農業用軽油の免税証交付を次

のとおり行います。該当の方は

忘れずに交付を受けてください。

　当日交付を受けないと、交付

を受けることができなくなる場

合があります。

竪
　　　　　函あ

レ交付日時

　3月25日（火）

　午前9時から12時まで

　午後1時から4時まで
》交付場所

十日町総合庁舎　会議室

》必要書類

①印鑑（共同申請の場合は全

　員の印鑑が必要）

②免税軽油使用者証（継続申

　請の場合）

③耕作面積証明書（農業委員

　会で証明を受ける）

④使用機械の証明書（所有証

　明、借用証明）、または納

　品書などの写し（機械の製

　作所名、名称、型式、馬力、

　燃料消費量などの記入が必

　要のためカタログを持参の
　　こと）

》その他

　申請用紙は十日町財務事務所

　にあります。不明の点は十日

　町財務事務所〔盈1（57）5511

　（内線）205〕へお問い合わ

　せください。
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出息
善次

の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

囹
一
般
寄
付
金

＊
田
村
タ
イ
さ
ん
（
八
王
子
市
）
か

ら
、
広
報
発
行
の
一
助
に
と
一
万

円囹
社
会
福
祉
協
議
会
へ

＊
渡
辺
亮
平
さ
ん
（
東
善
寺
）
か
ら

　
三
万
円

＊
星
名
洋
子
さ
ん
（
伊
友
）
か
ら
一
二

万
円

＊
斎
木
保
さ
ん
（
室
島
）
か
ら
一
二
万

円
＊
小
林
徳
平
さ
ん
（
中
仙
田
）
か
ら

三
万
円

＊
退
職
／
二
月
二
十
八
日
付

▽
高
橋
玲
子
（
地
域
休
養
施
設
調
理

員
）

　
佐
倉
市
の
櫃
間
さ
ん
が

　
　
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
町
で
は
、
　
「
ふ
る
さ
と
の
便
り
」

と
し
て
、
故
郷
を
離
れ
て
ご
活
躍
さ

れ
て
い
る
方
々
に
、
毎
月
一
千
部
ほ

ど
広
報
紙
な
ど
を
お
届
け
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
た
び
、
千
葉
の
佐
倉
市
に
お

住
い
の
櫃
間
直
作
さ
ん
か
ら
、
こ
の

お
礼
と
し
て
『
堀
田
家
三
代
記
』
と

『
抑
留
の
回
想
』
と
い
う
本
が
町
へ

届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
本
は
、
公
民
館
の
図
書
と
し

て
、
皆
さ
ん
か
ら
読
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。

●
橘
郵
便
局
か
ら
、
ポ
ス
ト

●
清
水
ヨ
シ
さ
ん
（
下
平
新
田
）

櫃間さんから贈られた本
カ・

ら
、
高
ハ
シ
ダ

●
小
林
平
作
さ
ん
へ
中
仙
田
）

　
　
　
　
　
　
ぜ
ん

　
ツ
ボ
多
数
（
お
膳
用
）

か
ら
、

町
の
交
通
安
全
活
動
に

　
　
　
　
　
感
謝
状

　
先
月
十
九
日
、
県
庁
で
の
市
町
村

交
通
安
全
対
策
主
管
課
長
会
議
の
席

上
、
川
西
町
の
交
通
安
全
活
動
の
実

・・’囲｝●1｝。1’｝’㌔’川’・”一一。9｝’lll・llO川｝…｝脚｝川II．・1・1｝0・｝1｝Ill⑳“。II51・．9。川，畢，0“㌔1611り，。，，，lol・1・ll”81”1…M811，ll5，98川II，，ll川1巳9，，8，1

驚瀟、麗醒．．難・．肇緊ぽ
醤講．一，．響・・懸1馨黙　＼1

　　大倉修吾さんの講演会　　　　∠，。。。。。。。。。｛

績
に
対
し
て
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　
感
謝
状
は
、
　
「
昭
和
六
十
年
の
交

通
事
故
防
止
対
策
の
推
進
に
あ
た
り

積
極
的
か
つ
効
果
的
な
交
通
安
全
活

動
を
行
い
交
通
事
故
の
減
少
に
成
果

を
あ
げ
た
」
と
い
う
文
面
で
、
県
交

通
安
全
対
策
連
絡
協
議
会
長
（
県
知

事
）
、
県
警
察
本
部
長
の
連
名
の
も

の
で
す
。

町の交通安全活動に感謝状

＝
り
．
卿
．
．
．
一
一
．
一
一
．
一
一
一
．
騨
．
一
一
．
甲
．
．
．
一
一
－
一
三
．
．
一
一
願
．
．
一
．
．
．
一
一
．
．
一
三
．
…
．
．
．
．
．
一
…
．
一
脚
．
甲
．
…
．
．
．
二
．
．
…
．
印
．
．
．
｛
．
．
．
．
一
．
書
甲
一
．
．
．
．
一
…
一
一
咀
層
．
｛
．
一
．
一
．
｛
一
噸
．
．
一
｛
一
．
．
．
．
｛
．
．
～
。
三
三
三
・
一
三
…
三
…
一
鱒
一
一
。
…
一
三
｝
｛
一
3
ξ

　
川
西
町
商
工
会
で
は
、
三
月
二
日
に
総
合
セ
ン
タ
ー
で
永
年
勤
続
従
業

員
表
彰
式
の
後
、
B
S
N
ラ
ジ
オ
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ポ
ス
ト
」
の
デ
ス
ク

ジ
ョ
ッ
キ
ー
大
倉
修
吾
さ
ん
を
迎
え
、
　
「
話
し
方
と
人
間
関
係
」
と
い
う

題
で
講
演
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ル
は
超
満
員
と
な
り
、
大
倉
さ
ん
の
ズ
バ
リ
の
発
言
と
ユ
ー
モ
ラ

ス
な
言
葉
に
、
会
場
は
笑
い
の
渦
が
い
っ
ぱ
い
と
な
り
ま
し
た
。

大
倉
修
吾
さ
ん
の
語
り
に
沸
く

総
合
セ
ン
タ
ー
超
満
員

商
工
会
が
講
演
会
を
開
く

　
大
倉
さ
ん
の
語
り
は
、
方
言
ま
る

出
し
で
人
気
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

カ
キ
ク
ケ
コ
の
発
音
が
空
気
が
漏
れ

る
と
い
う
欠
点
を
逆
手
に
取
っ
て
温

か
昧
を
出
し
て
い
ま
す
。

　
「
人
間
は
う
わ
さ
話
が
好
き
だ
ね
。

特
に
お
な
ご
は
ね
。
う
わ
さ
話
を
す

る
と
三
人
の
方
が
傷
つ
き
ま
す
。
う

わ
さ
話
を
し
た
奥
さ
ん
、
そ
れ
に
う

な
ず
い
た
奥
さ
ん
、
う
わ
さ
の
張
本

人
に
な
っ
た
人
で
す
。
ば
か
を
見
る

の
は
う
わ
さ
話
を
し
た
方
と
う
な
ず

い
た
方
で
す
。
そ
の
へ
ん
を
よ
く
心

し
て
も
ら
え
ば
、
川
西
町
が
も
っ
と

も
っ
と
明
る
く
発
展
す
る
と
思
い
ま

す
。
心
の
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
雪
深
い
と
こ
ろ
で
す

が
、
雪
に
覆
わ
れ
た
ら
大
地
に
し
っ

か
り
根
を
張
っ
て
い
た
だ
き
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
大
倉
さ
ん
は
話
を
閉

じ
ま
し
た
。

讐
－
．
．
．
一
三
一
一
．
．
一
軸
層
…
。
一
噌
一
3
…
陶
一
り
．
9
，
三
一
駒
申
二
一
｛
．
葡
二
一
…
三
．
一
幡
｛
層
．
．
一
．
一
…
一
蝉
」
－
」
…
一
一
畠
一
ξ
…
．
．
．
一
一
ミ
一
．
一
．
甲
．
一
…
甲
．
．
噂
一
三
一
－
一
．
．
，
｛
一
．
．
一
～
三
．
一
～
三
＝
～
三
噂
一
．
～
＝
．
．
・
一
三
一
－
一
．
．
一
三
。
．
顧
．
。
。
．
一
一
…
一
一
．
。
0
一
三
一
．
．
．
。
一
…
一
…
爾
三
一
㌔
．
～
玉
．
．
．
。
三
一
一
印
3
…
…
．
～
三
．
．
．
～
三
．
～
。
三
．
，
ξ
㍉
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螺郷臨盤麗1幽麗羅1、登励、麟由鰭蘇、．　
心
臓
の
大
き
さ
は
、
だ
い
た
い

そ
の
人
の
握
り
こ
ぶ
し
ぐ
ら
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
心
臓
の
壁
は

筋
肉
か
ら
で
き
て
お
り
、
中
に
は

部
屋
が
四
つ
あ
っ
て
、
血
液
を
体

中
に
送
り
出
し
た
り
、
受
け
入
れ

た
り
す
る
ポ
ン
プ
の
役
割
を
し
て

い
ま
す
。

　
血
液
は
酸
素
や
栄
養
素
を
体
の

い
ろ
ん
な
部
分
に
運
び
、
ま
た
老

廃
物
を
体
の
外
に
出
す
と
い
う
働

き
を
し
ま
す
。

　
心
臓
の
右
半
分
（
右
心
室
と
右

　
　
　
心
房
）
は
全
身
か
ら
集
ま

っ
た
汚
れ
た
血
液
が
流
れ
、

心
臓
の
左
半
分
（
左
心
室

と
左
心
房
）
は
肺
で
酸
素

を
も
ら
っ
た
き
れ
い
な
血

液
が
流
れ
て
い
ま
す
。

　
大
動
脈
は
左
心
室
か
ら

出
て
い
て
、
全
身
に
血
液

を
送
り
出
し
ま
す
。
こ
の

ポ
ン
プ
の
役
目
を
生
涯
休

む
こ
と
な
く
続
け
る
た
め

に
、
心
臓
は
心
筋
の
縮
ん

だ
状
態
と
広
が
っ
た
状
態

を
繰
り
返
し
ま
す
。

　
こ
の
心
臓
の
活
動
に
欠

か
せ
な
い
酸
素
や
栄
養
素

を
心
筋
に
運
ぶ
役
目
を
し

　　　　〃

藏参，グ
ぶ　ゆ

β勢　〃oヤ

　　　つへじ梛

て
い
る
の
が
冠
状
動
脈
で
す
。
大

動
脈
の
根
元
か
ら
左
右
二
本
の
冠

状
動
脈
が
枝
分
か
れ
を
し
、
心
臓

全
体
に
血
液
が
行
き
渡
る
よ
う
、

さ
ら
に
細
か
く
分
か
れ
ま
す
。

　
こ
の
冠
状
動
脈
が
な
ん
ら
か
の

原
因
で
狭
く
な
る
と
、
そ
の
先
に

血
液
が
行
か
な
く
な
り
、
そ
の
部

分
の
心
臓
の
動
き
が
鈍
り
、
場
合

に
よ
っ
て
は
心
臓
全
体
の
活
動
が

な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
病

　
　
　
　
　
　
　
こ
ワ
フ
そ
く

気
を
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
と
言
い

ま
す
。

　
心
臓
病
は
川
西
町
の
死
亡
原
因

の
第
三
位
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
予
防
す
る
た
め
、
た
ば
こ
の

吸
い
過
ぎ
、
動
物
性
脂
肪
の
取
り

過
ぎ
、
肥
満
、
高
血
圧
、
ス
ト
レ

ス
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
心
臓
を
自
分
で
観
察
す
る
た
め

に
、
と
き
ど
き
脈
拍
を
測
っ
て
み

る
こ
と
も
た
い
せ
つ
で
す
。

慮
拘
働
犠
葛
骸
犠
骸
犠
葛
犠
葛
慧
接
膿
》
“

㌃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勾

嫡
戸
籍
の
窓
か
ら
嫡

ザ
犠
　
＠
き
§
§
§
臨

鯨上野渡
井村澤邊昇
力清サセ天
ウ治イン1
　　　　ご
木上野東め
　　　益い
島野口尋福
　　　　を
　　　．』祈
△八七ハる
二二四九

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
さ
ち
こ

涌
井
幸
子

　
　
　
　
レ
え

高
橋
こ
ず
絵

　
　
け
い
す
け

星
名
敬
介

　
　
　
り
ょ
リ
フ

富
井
　
　
嶺

　
　
　
も
も
か

北
村
桃
夏

　
　
　
ひ
ろ
ゆ
き

丸
山
裕
之

安力　秀幸昭彦世敏利守夫
長二長二二長男女男男女女

小
セ
レ

　
　
　
岬
項

仁
田

伊
友

中
央
町

上
野

山
野
田

霜
条

太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
三
領
高
橋
た
か
し

○
雪
雫
障
子
に
写
る
春
の
音

　
新
し
き
家
に
飾
り
ぬ
古
き
雛

　
熱
下
り
今
朝
の
黄
梅
美
し
く

　
人
生
は
長
し
短
し
歳
湯
汲
む

　
　
　
ゆ
た
か

平
野
　
裕

　
　
　
か
お
り

和
久
井
香
織

　
　
　
た
く
や

野
澤
拓
也

　
　
　
ゆ
う
き

丸
山
祐
樹

　　　隆
勉稔昇夫
三二長二
男男女男
木野木四
　　　郎落口落兼

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

瀟
騰
難
鑓
2

新
し
い
嘱
託
員

　
　
　
　
　
…
…
…
…
③

【
仙
田
地
区
】

　
□
中
仙
田

　
□
室
島

　
□
小
脇

　
□
高
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赤
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（
敬
称
略
）

木
村
昭
一

高
橋
正
一

斎
木
誠
一
郎

高
橋
重
信

押
木
良
作

登
坂
復
松

　
　
　
　
　
　
三
領
水
品

盆
梅
の
紅
灯
る
ご
と
二
一
二
輪

盆
梅
の
白
に
遅
れ
し
紅
の
艶

哀
歓
の
孤
児
に
祖
国
の
浅
き
春

春
浅
し
梅
前
線
の
遅
々
と
し
て
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□
岩
瀬

□
大
倉

□
大
白
倉

□
小
白
倉

小
川
　
　
充

中
条
石
平

桐
生
征
之
介

江
口
俊
三

律

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
小
川
　
益
栄

雪
卸
す
屋
根
に
声
か
け
郵
便
夫

早
春
の
洋
服
売
場
母
と
娘
と

産
気
づ
く
牛
舎
人
あ
る
寒
灯

雪
崩
た
る
崖
に
残
れ
る
ま
だ
ら
雪

心
配
ご
と
相
談

●
3
月
1
9
日
…
…
…
克
雪
セ
ン
タ
ー

●
3
月
2
6
日
…
…
…
総
合
セ
ン
タ
ー

●
4
月
2
日
…
…
…
上
野
連
絡
所

●
4
月
9
日
…
…
…
橘
出
張
所

※
時
間
は
午
後
一
時
か
ら
一
二
時
ま
で
。
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沢
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役
渡
し
湯
治
の
旅
や
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き
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大
伎
を
巻
き
込
み
走
る
雪
崩
か
な

　
　
　
　
　
中
仙
田
　
　
左
木
人

寒
明
け
て
何
か
親
し
き
水
の
音

降
り
出
し
て
床
屋
帰
り
の
余
寒
か
な
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